
.西大寺境内西南隅の調査一第294次

西大寺興正殿の新築工事にともなう事前調査である。

典正殿は鎌倉時代の西大寺復興を推進した~正菩薩叡尊

上人の記念堂で、現境内の西南隅に位置する(図46)。そ

の敷地は、文危二年(1502)の「西大寺寺中長:陀羅」にみ

える「三銘松」、すなわち瀧頂立と南大門の中間に植えら

れた松林あたりに相当する。調査 トレンチは東西12mx南

北15m(l80m')で、追椛検出面は上府が海抜73.40m前後、

下層が海抜73.10m前後である(匡147)。基本層序は、上

から盛土、近代の耕土、中近世遺物包含!胃、中世耕土問、

遺構面となる。

1 .検出遺構

8E850 発掘区中央西寄りの円形共・戸。二段掘りの形

状に抜き取られている。抜取り穴は上而の直径約 3m、

i奈さ約70cmで半分の径となり 、さらに一段深く掘り下げ

ている。底までの深さは、およそ115cmを測る。また、

上層面を10cmほど掘り下げたと ころ、抜取穴の周辺から

図46 発掘位置図 1: 2000 
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砂粒化した凝灰岩と花尚岩が環状に並んだ状態でみつか

った。チ1:戸館の柱礎石の可能性がある。

8E851 西壁際の中央でみつかった円形石組井戸。井

戸の直径約80cm、掘形の直径約170cmで、井戸底は10-

15cm x 3cmの杉板材を縦に組み、その上に石を積み上げ

ている。石組の残高は約 1mo理土からは近代の遺物が

集中して出土した。西大寺境内には数ヶ所に井戸が現存

するが、それらもSB851と同種の石組円形井戸であり、

その上部を方形の井戸館で覆っている。

80852 西壁よりの南北斜行部(南で西に約 3度振れ

る)。幅約25cm、深さ 6-15cmで、北から南に流れる。

80853 北壁に流れ込む南北小桃。耕作成か。

80854 束壁よりの南北斜行総(南で束に約 5度振れ

る)。幅約30cm、深さ15-45cmot~よの両壁はほぼ直にた

ちあがり、黒褐色の樫土に遺物は含まれず、全体を叩き締

めている。構というよりも、柵状構造物の基礎のような

感があり、 SD856・857に切られているので時期的にも古

図47 遺徳平面図 1・200



図48 SE850出土木製昂・金属製品 1:4 ( イ7地州 I~I は 「 じ| ー .i作戦人歌介J 卜 ・帯1，'，以l午 r/ir.，'rm従j巻503より)

く、 SE850と共存していた可能性がある。

80855 東壁際の南北成。いくぶん西に娠れている。

80856 SE850の東南間近くから束へ流れる束凶部。

80857 SD856に南援する東西部。重桜|刻係からみて、

SD856よりも新しく、 i梓底まで抑り下げたところ、 SD854

の一部が検出された。相20-30cm、深さ約 8Cl1lo 

80858南鐙寄りの東西斜行iIIt(東で南へ 5)主張れる)。

SD852・855とほぼ直交問係にあり、 1:1:t近|止刺|ーこ|二府(灰思

粘土)にともなう施設の可能性がある。

8K859 r有壁沿いの土坑。近代の瓦が大祉に/J¥土した。

以上のほか、 トレンチ南北両側の下層地fIIt検出而では、

しがらみあう松の樹根痕跡が認められ(実iJ[リしたのは北

側のみ)、 SE850の埋土からは御用松の松ぽっくりも/1¥土

しており、中世ーに松林が存在したことを裏付けている。

2.出土造物

土器類 SE850の主l¥土から、完形に近い瓦協と羽釜 -鍋

の破片が出土した。いずれも1350年以降の土器である。

瓦簿類 おびただしい1;1の瓦が出土した(表7参J!な)。と

りわけ注目されるのは、 SE850の組土から出土した中世

の1肝瓦で、叡尊による伽政復興JUJ(1280年頃)のものが

めだっ。 (浅川滋男)

木製品・金属製晶 包含府である青灰土中よりi宗主主り容

器輩、SE850底部より栓(図48-1)、横:jiqi(3)、箸 (5)、議

板、 IUJ物、草履状木製品が、また抜取より鉄鎚 (2)が出土

した。4は策板。円盤に2ヶ所の小孔を設け、 一方には木

釘が残る 。 直線をなす~[IJf(jjにはそれぞれ一対の小孔があ

る。板を合わせるためのものであろう。6~は止 1革1事判t引)履証函i状ヨオ木1ド三豊製~I~品品1JhI11

左右対称の 2枚の板材からなり、これを芯にして誌など

を編み込み絡をつけたものである 。 左右の切Ir~部の位i置

を合わせると、長さ24cm、阿 8cmに復Jmできる。厚さは

1.5-3.5mm。先端・後端ともに方形に作り、切取以後の

表7 第294;欠調査出土瓦湾類集計表

軒丸瓦 軒平瓦
型式 1量 点数 型式 4量 点数

凶大ミ，'1'82 A 州Jにミ市'303 A 8 
86 7 313 A 
18'1 A 317 A 

中111: 2 333 A 
小)\~1W)L 24 350 A 
鎌fì ~ 392 C 3 
中 III: ~ 2 392 I l 
近111:巴 394 A 
制伐小)¥リ巴 '1'111: 2 

近111: 7 
型式不I~l 2 

判)L瓦，¥1 43 事f‘l'瓦，iI 28 
丸瓦 平瓦 道具瓦他

lT( I，t 155，Okg ・19i.5kg Wf 益
HlH反瓦瓦(巴

点数 1.079 3.455 1m )イ
告JEti会l- ) 

隅木喜E
間切'1!.

側縁を外反ぎみにする 。 I~I の左は両而割裂、 右は片面ケ

ズリ、片岡制裂。ヒノキ材。広島県福山市草戸子軒町遺

跡では、本例と類似する形態のものが、 141止紀中頃~後

半の泣桃に1*っている(下律問1M夫「履物類の様相一下
駄 ・草履状木製品-J r草戸千軒11汀追跡発掘調査報告¥lJ
1996)。なお第282-6次調査では、端部の丸い形式で長さ

15.4cmの小型品が出土している a年報1998-III J : p.66-
67)0 G欠山 淳)

3.まとめ

西大寺が造営された奈良l時代称徳朝において、本調査

地には建物類が一切存在しなかった。おそらく叡尊によ

る伽藍復興の前後に井戸SE850が掘削され、それは松林

とも共存していたが、 14世紀後半以降、井戸枠が抜かれ

て廃絶し、ここは一時期m知!と化した。しばらくして境
内地に彼旧したものの、近代に再度国対11と化し、それが

再び境内地に復旧して今日に至る。それにしても、叙尊

を記念する施設の事前調査において、叡尊ゆかりの造物

や遺構が数多く 11¥土したことは、偶然とはいえ、まこと

に幸運であったというほかない。 (浅)11)
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